
1.
-山火事が発生したらこのように準備しましょう。
<家の中では>

☑ 地域の避難案内に耳を傾け、近所の人と常に連絡を取ります。

☑ 避難する場所を確認し、非常用品とカバンを準備します。

☑ すべての窓やドアを閉めてガスを遮断します。 

<山登りまたはキャンプ中には>

☑ 案内放送、携帯電話などを通じて状況を確認し、周囲に知らせるようにします。

☑ 山登りまたはキャンプをやめて、火が燃え広がる経路を避けて避難し、山から遠くに移動し

ます。 

2.
-山火事が発生したらこのように準備しましょう。
<家の外では>

☑ 家の周囲にある可燃性の物質を遠くに動かして起きます。

☑ 落ちてくる火種で引火することに備えて、家の周囲に十分に水を撒いておきます。

家畜またはペットがいる場合の準備事項

☑ 家畜またはペットを置いて避難する場合に備えて、十分に水とエサを準備しておきます。

☑ 山火事が広がる状況に備えて畜舎の出入口を開けておき、ペットの首輪を緩くしておきます。
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3.
-山火事が近づいてきたらこのように避難します。
<家 (山地に近い住宅及び建物)>

☑ 地域に避難案内がある場合、すぐに案内された場所に移動します。

☑ 避難することができない住民がいることがあるので、隣りの家に状況を伝えます。

☑ 移動時に山火事の進行経路を避けて、山から離れた道路を移動します。

☑ 案内を受けることができなかった場合でも、煙の臭いがしたり不安を感じたら、すぐに安全

な場所に避難します。 

<山登りまたはキャンプ中には>

☑ 山登り中には渓谷を避け、広葉樹がある区間を素早く下山します。

☑ キャンプ中には山と離れた道路を利用し、山火事が広がっている区域から素早く離れるよう

にしましょう。

☑ 避難することができなかった場合、風を背にして周囲の落ち葉を除去した後、うつ伏せに低

い姿勢を維持します。 

4.
-山火事が近づいてきたらこのように避難します。
<老人や弱者、体の不自由な人はこのように避難します。>

☑ 近所の人やお住まいの市庁、郡庁、区庁及び行政福祉センターに助けを求めます。

☑ 体が不自由な場合には、少しでも安全な場所で助けを待ちます。 

日頃からの準備事項

☑ 山火事の発生時に助けてくれる保護者(援助者)と連絡する方法(電話など)を予め決めておきます。

☑ 服用している薬を十分に準備し、避難時に助けとなる器具(杖、車いすなど)を予め準備します。 
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5.
-山火事が近づいてきたらこのように避難します。
<子供と一緒にいる時にはこのように避難します。>

☑ 赤ん坊はおんぶ紐を利用して抱き、手で赤ん坊と自分自身の体を保護します。

☑ 子供は手を繋いで避難し、必要な行動を話してあげて一緒に対処できるようにします。

6.
-山火事の鎮火後にはこのように行動します。

<状況を知らせて負傷者は救助要請します。>

☑ 避難した後にケガがないか確認し、家族や知人に状況を知らせます。

☑ 負傷時には周囲の助けを受けて、応急処置をして救助及び救急機関に通報します。

<被害状況に従って帰宅の可否が決定されます。>

☑ お住まいの市庁、郡庁、区庁及び行政福祉センターなどの案内に従って行動します。

☑ 家の被害状況や移動経路の安全を確認した後に帰宅します。

☑ 帰宅した後には、上下水道、電気及びガス機器などの被害がないかを確認した後に使用しま

す。 

☑ 家の周囲の山に火種または煙があることに気づいたら、すぐに通報します。
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7.
-スマート山林災難アプリ ‘山火事通報’    
1. Google PlayまたはApp Storeで ‘스마트산림재난(スマート山林災難)’ アプリを検索する

か、QRコードを通じてダウンロードします。 

2. アプリ画面の下部にある ‘산림재난 신고하기(山林災難を通報する)’をクリックします。

3. 位置、撮影通報または電話通報を通じて山火事を通報します。

4. 地図で通報位置を選択します。

5. 山火事現場の写真または動画を添付します。

6. 被害面積、被害規模、氏名、所属、連絡先を記入した後に通報するを選択します。(*は省略

できる)

-迅速な通報が大きな山火事を防ぎます。 

山林庁 山火事状況室 042-481-4119
消防署 119
警察署 112

※이 문서는 한국건강가정진흥원 다누리콜센터1577-1366에서 번역하였습니다.


